
【空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例スキーム】

近年、自然災害等により倒壊し、市民の皆様の生命や財産に被害を与えるおそれのある

空き家や、犯罪・火災等が誘発されるおそれのある空き家など管理不全な状態となってい

る空き家が増えています。

このため、空き家等の所有者等の責務を明らかにし、管理不全な空き家の適正管理を促

すために、市が行う措置や支援等について条例を定め、平成25年 7月1日から施行します。

                      

※ 必要に応じて、職員が立入調査を行ないます。

※ 市が氏名等を公表するときは、所有者等に弁明の機会が与えられます。

情報提供

市民は、管理不全な空

き家等があるときは、

速やかに市に情報を提

供する

実態調査

市は、市民から情報提

供があったときは、所

有者の把握や危険性の

調査を行なう

危険空き家認定

市は、実態調査により、

管理不全な状態にある

ときは、危険空き家等

に認定する

助言・指導

危険空き家等に認定し

たときは、改善措置を

行うように、助言・指

導を行うことができる

勧  告

市は、助言・指導によ

り改善が見られないと

きは、対応を促すよう

勧告することができる

命  令

市は、勧告により改善

が見られないときは、

対応を促すよう命令す

ることができる

公  表

市は、正当な理由がな

く命令に応じない場合

は、氏名・住所等を公

表することができる

支援・有効活用

空き家の解決の相談に応じ

るとともに、有効活用を促

進するため、必要な情報を

提供し、協力を要請する


